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１． 観光案内サインに関する現状把握及び問題点と対応方針 

（１） 観光案内サインの整備状況 

奈良県では、平成 21 年 7 月に策定した「観光案内サイン整備ガイドライン」に基づき、

世界遺産地域等の主要観光地で観光案内サインの整備を進めている。以下に整備状況を示

す。 

 

【整備状況 ※平成 26年 4月 1日現在】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

藤原宮跡

平城宮跡エリア

法隆寺

斑鳩エリア

法起寺

唐招提寺

薬師寺

西ノ京エリア
奈良公園エリア

斑 鳩

藤原・明日香エリア

郡山城跡周辺エリア

郡山城跡

奈良公園エリア

　指示標識＋図解標識
　　　　＋周遊促進標識

21

1

H26年度以降

51

0

25

23

設置済

　図解標識

　図解標識＋指示標識

　指示標識

20

15

設置予定数

72

20

40

　指示標識(縦型) 0 7

　図解標識＋指示標識 1 7

　指示標識＋図解標識
　　　　＋周遊促進標識

0

　指示標識

1

2 11

1

7

平城宮跡エリア 設置済 H26年度以降設置予定数

13

8

　周遊促進標識 2 0

　指示標識 32

0

　図解標識＋周遊促進標識 2

0

4 2

0

H26年度以降

　図解標識

35 3

設置済郡山城跡周辺エリア 設置予定数

2

　図解標識 10 1

　図解標識＋指示標識 1 0

藤原・明日香エリア 設置済 H26年度以降

　指示標識 0 20

　図解標識
　　＋周遊促進標識

6 0

設置予定数

20

11

1

6

※一市一まちづくり事業
未施工分については市で施工

合　　計 243 84 159

　周遊促進標識 2 0

　指示標識（縦型） 0 7

　図解標識
　　　＋周遊促進標識

8

2

　図解標識＋指示標識 17 32

2

　指示標識＋図解標識
　　　＋周遊促進標識

1 3

10

4

設置済み

　指示標識 26 114

　図解標識 30 1

7

H26年度以降

140

31

設置予定数

49

合　　計 243 84 159

　周遊促進標識 2 0

　指示標識（縦型） 0 7

　図解標識
　　　＋周遊促進標識

8

2

　図解標識＋指示標識 17 32

2

　指示標識＋図解標識
　　　＋周遊促進標識

1 3

10

4

設置済み

　指示標識 26 114

　図解標識 30 1

7

H26年度以降

140

31

設置予定数

49

奈良公園エリア 設置予定数 設置済 H26年度以降

　指示標識 72 22 50

　図解標識 20 20 0

　図解標識＋指示標識 40 15 25

　指示標識＋図解標識
　　　　　＋周遊促進標識

3 1 2
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（２） 観光案内サインの整備に関する問題点と対応方針 

観光案内サインの整備について、関係機関から収集した問題点を踏まえ、以下の 2 つの

対応方針の下、ガイドラインを改定する。 

 

【問題点】 

○県管理道路及び公園内の道路等、空間に余裕がある箇所については整備が進んでいるも

のの、設置スペースの問題、関係者間の合意形成、コスト等の制約条件が多い箇所では、

整備の進捗が遅れている。そのため、観光案内サインの連続性が確保されておらず、効

率的かつ効果的な案内誘導となっていない。 

○観光案内サインの設置に向けて、案内サインの形状における工夫が求められる。 

 

 

 

【問題点】 

○観光案内サインの設置の考え方や、交差点部における具体の配置場所に関する設置方針

がなく、設置者それぞれが設置しやすい箇所に整備を進めている。そのため、設置者間

での統一性がなく、利用者にとって分かりにくい箇所に設置されている。 

○利用者にとって分かりやすい観光案内サインとなるよう、統一性のある観光案内サイン

の設置に向けて、設置方針の明確化が求められる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対応方針①：観光案内サインの形状の追加 

※狭小な箇所においても設置可能な観光案内サインの形状を追加 

対応方針②：観光案内サインの設置方針の明確化 
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２． ガイドラインの位置付け 

 

（１） 位置付け 
 

奈良県内には世界遺産等の国内有数の歴史的資産が存在し、来訪者も数多いが、目的地

までの経路がわかりにくく、スムーズに到達できないという道路利用者の声も少なからず

聞かれる。そこで、歩行者系の観光案内サインについてガイドラインに基づき、整備を進

めているところである。 

こうした中、先に示すような問題があるため、各関係者が設置する観光案内サインの統

一、初めて奈良を訪れる国内外の旅行者への迷うことない分かりやすい案内誘導、さらに

は周遊観光の促進に向けてガイドラインを改定し、県内全ての関係者がこのガイドライン

に基づき整備を促進するものとする。 

 

（２） 対象範囲 
 

○ガイドラインが対象とする観光案内サインは、利用者が目的地まで移動する際に現地で

活用されるもので、以下を対象とする。 

①歩行者系の観光案内サイン 

観光行動の起点（駅・駐車場等）から観光施設に至るまでの経路上で、道路管理者、

自治体、公園管理者、鉄道・バス等の公共交通事業者が、観光施設を案内する目的で

設置・管理するもの。 

②車両系の観光案内サイン  

奈良県境及び各観光エリアへの主要な経路上で、道路管理者が設置するもの。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 対象とする観光案内サインのイメージ 
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